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広報広報はしまはしま
P r e p a r e d  t o d a y ,  p r o t e c t e d  t o m o r r o w .P r e p a r e d  t o d a y ,  p r o t e c t e d  t o m o r r o w .

大雨の季節に備えて、
水防団は訓練を重ねています。

防災気象情報が新しくなる防災気象情報が新しくなる
大雨・洪水の備えを、いま一度見直しましょう大雨・洪水の備えを、いま一度見直しましょう



📱防災行政無線を文字情報で確認　はしメール
雨風の音や家の中では、防災行政無線が聞こえにくいことがあります。
「はしメール」は、防災・火災情報をスマートフォンなどで文字情報として受け取れます。
防災行政無線が聞き取れなかったときや、市外にいるときにも確認できます。

河川氾濫河川氾濫

1 級河川などの1 級河川などの
大河川の氾濫大河川の氾濫

大雨大雨

低地の浸水や低地の浸水や
大河川以外の氾濫大河川以外の氾濫

住民がとるべき行動

レベル 5
氾濫特別警報

レベル 5
大雨特別警報

命の危険　直ちに安全確保！
すでに災害が発生している状況です。
命を守るための最善の行動を！

＜警戒レベル 4 までに危険な場所から 必ず避難！＞

レベル 4
氾濫危険警報

レベル 4
大雨危険警報

危険な場所から全員避難
危険な場所から避難しましょう。

レベル 3
氾濫警報

レベル 3
大雨警報

避難に時間を要する人は早めに避難、
避難の準備など

いつでも避難できる状況にしましょう。

レベル 2
氾濫注意報

レベル 2
大雨注意報

避難行動を確認
（避難場所や避難ルート、避難のタイミングなど）

ハザードマップ等で自分の避難行動をチェック。

早期注意情報 災害への心構えを高める
最新の気象情報に注意しましょう。
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防災気象情報防災気象情報がが
新しく新しくなりますなります

情報に「レベル」が付き、避難のタイミングが分かりやすくなります

気象庁は、河川氾濫や浸水、大雨に関する情報を整理し、避難の判断に役立てやすくする事を気象庁は、河川氾濫や浸水、大雨に関する情報を整理し、避難の判断に役立てやすくする事を
目的に、新しい体系に切り替えます。情報の名前に「レベル 2」「レベル 3」などの数字が付き、目的に、新しい体系に切り替えます。情報の名前に「レベル 2」「レベル 3」などの数字が付き、
どの段階で気を付けるか、どの段階で避難を考えるか、これまでよりも分かりやすくなります。どの段階で気を付けるか、どの段階で避難を考えるか、これまでよりも分かりやすくなります。

新しい防災気象情報

❤自分の命は自分で守る
・市からの避難情報（警戒レベル4　避難指示、警戒レベル3　高齢者等避難）が出たら速やかに避難しましょう。
・避難指示等が出ていなくても、危険を感じたら自ら判断し、早めに行動を！

はしメールの登録

レベル 2レベル 2 レベル 3レベル 3 レベル 4レベル 4
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「洪水警報」「洪水注意報」は 廃止

これから羽島市では、川によって見る情報が変わります
境川・桑原川などの身近な川は… 木曽川・長良川などの大きな川は…

これまでの「洪水警報」は、市内のどの川に特に注意すればよいか、分かりにくい面がありました。

5月 10日、桑原町の長良川防災船着場で水防演習が行われました。
また、長年水防に従事された次の皆さんが表彰されました。（敬称略）

問い合わせ先
土木監理課（内線2116）

水害に
備える

水防団員
50 人を表彰

ハザードマップは左の
二次元コードから確認
することができます。

問い合わせ先
危機管理課（内線5103）

昨年度の表彰対象者
岐阜県水防表彰紫功労賞
浅野義博（小熊）奥田忠男（桑原）
岐阜県水防表彰紅功労賞
野田信二（足近）武田和彦（下中）
久米永造（桑原）
退職水防団員等報償国土交通大臣
武山節文（足近）尾関優、清水猛行
（正木）奥村利幸（福寿）小林静雄、
小池基司（江吉良）岩田幸弘（上中）
鈴木勇、渡邊尚史、神田亨（下中）

今年度の表彰対象者
市政功労者表彰（勤続 30 年）
近藤勝秋（正木）
市政功労者表彰（勤続 15 年）
武山武、葛谷国博（足近）岩脇英夫
（小熊）長縄英一、西脇仁志（堀津）
浅井建至（上中）毛利廣次（桑原）
市長功績表彰（勤続 8 年）
平井直人、日比野清人（足近）渡邉
旭鎮、伊藤誠能（竹鼻）三浦正伸（福
寿）野村浩仁（上中）西池豊晃（下

中）奥田洋一（桑原）
団長表彰（勤続 3 年）
堀哲和（足近）南谷勇市、田口哲也
（小熊）炭竃靖之（正木）村田正則、
森剛司、伊藤勉、山田浩嗣、入山浩
平（竹鼻）近藤修司（福寿）鴨野仁、
野田幸伸、加藤智久、中村収（江吉
良）仁田原悠、瀬古章、廣瀬隆（堀津）
服部久人（上中）勝目英明（下中）

ハザードマップで浸水想定を確かめましょう
想定される最大規模の降雨による浸水範囲や避難場所等を確認し、いざというときの行動につなげましょう。

洪　　水 大雨によって河川が増水し、堤防を超えて水があふれたり、堤防が決壊して氾濫すること

雨水の排水が追いつかずに側溝や排水路からあふれたり、溜まったりすること内水氾濫

市町村単位で発表大雨に関する情報 ▶ 河川氾濫に関する情報 河川ごとに発表▶

防災に

役立つ

サイトを

ご紹介！
気象庁

ホームページ

大雨情報が発表された
際に、危険度が高い地
域を確認できます。

大雨キキクル「 「

岐阜県
川の防災情報

川の水位や雨量、カ
メラ画像などを確認
できます。

岐阜県
川の防災情報「 「

重ねるハザードマップ

災害リスク情報や防災に
役立つ情報を、全国どこ
でも重ねて閲覧できる
Web地図サイトです。

羽島市 ハザードマップ

今号に折り込まれたもの
も含め、市が作成した
ハザードマップを PDF
データで確認できます。
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市
内
で
４
人
が
受
賞

市
内
で
４
人
が
受
賞

県
各
界
功
労
者
表
彰

　
岐
阜
県
各
界
功
労
者
表
彰
は
、
県
民
の

誇
り
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
行
政
、

文
化
・
芸
術
、
社
会
福
祉
、
産
業
経
済
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
顕
著
な
功
績
が

あ
っ
た
人
を
表
彰
す
る
制
度
で
す
。

　
今
年
度
は
、
県
内
で
92
人
と
12
団
体
が

受
賞
さ
れ
、
５
月
15
日
に
県
庁
で
表
彰
式

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
羽
島
市
か
ら
は
「
県
行
政
」、「
市
町
村

行
政
」、「
社
会
福
祉
」、「
健
康
衛
生
」
の

分
野
か
ら
、次
の
４
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

県
行
政

一
柳
正
義
さ
ん
（
県
労
働
委
員
会
委
員
）

市
町
村
行
政

飯
田
耕
一
郎
さ
ん
（
市
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長
）

社
会
福
祉

坂
田
田
壽
子
さ
ん
（
民
生
・
児
童
委
員
）

健
康
衛
生

長
井
き
よ
子
さ
ん
（
学
校
医
）

坂田 田壽子 さん
（江吉良町）

一柳 正義 さん
（竹鼻町）

長井 きよ子 さん
（竹鼻町）

 監査委員
安井 智子さん

 議長
原 一郎さん

 副議長
南谷 清司さん

5 月 15日に市議会臨時会が開催され、議長に原
一郎さん、副議長に南谷清司さん、議会選出の監
査委員に安井智子さんが選ばれました。
各委員会のメンバーは、次の皆さんです。

総務委員会
委員長　豊島保夫	 副委員長　佐藤健
委　員　後藤徹、南谷清司、藤川貴雄、近藤伸二
民生文教委員会
委員長　南谷佳寛	 副委員長　野口佳宏
委　員　粟津明、原一郎、後藤國弘、花村隆
産業建設委員会
委員長　河﨑周平	 副委員長　山田紘治
委　員　安藤誠、安井智子、川柳雅裕、堀隆和
議会運営委員会
委員長　藤川貴雄	 副委員長　後藤國弘
委　員　後藤徹、豊島保夫、南谷佳寛、山田紘治

広報広聴委員会
委員長　野口佳宏	 副委員長　近藤伸二
委　員　河﨑周平、佐藤健、後藤國弘、南谷佳寛
議会改革特別委員会
委員長　安藤誠		 副委員長　川柳雅裕
委　員　河﨑周平、後藤徹、野口佳宏、花村隆
予算決算特別委員会
委員長　堀隆和		 副委員長　後藤徹
委　員　全議員
議員定数・報酬等検討特別委員会
委員長　原一郎		 副委員長　南谷清司
委　員　全議員（敬称略）

飯田 耕一郎 さん
（福寿町）

市議会新役員決まる
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を
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スポーツ
スポーツ推進委員

地　区 氏　名 住　所
足　近 近　藤　敏　明 南　宿

野　田　知　弘 北　宿
水　谷　直　美 南　宿

小　熊 山　田　紀　武 2 丁目
浅　野　義　博 天　王
大　橋　真　美 西小熊

正　木 安　田　隆　司 大　浦
山木田　昌　彦 曲　利
鬼　束　　　僚 新　井
花　村　恭　光 大浦新田
豊　𠮷　真美子 大浦新田
丹　羽　麻　未 曲　利

竹　鼻 芝　　　竜　彦 神　楽
辻　田　千代治 狐　穴
田　内　眞　弓 狐　穴
加　藤　茂　夫 飯　柄
古　川　久　恵 狐　穴
森　　　健　志 飯　柄

福　寿 伊　藤　嘉　保 平　方
淺　井　   　純 本　郷
細　野　倫　子 本　郷

江吉良 堀　田　　　猛 宮　北
・舟橋 入　山　光　成 本村南

入　野　徳　子 3 丁目
堀　津　浅　井　英　雄 本　田

番　　　英　雄 須賀南
笹　野　美　樹 本　田

上　中 福　田　正　明 長　間
岩　田　幸　弘 午　北
河　路　明　美 午　北

下　中 神　戸　善　規 加賀野井
渡　邉　英　雄 城屋敷
淺　野　明　子 市之枝

桑　原 石　田　寛　一 午　南
奥　田　忠　男 小　薮
浅　野　美　保 前　野
体育振興会長

地　区 氏　名 住　所
足　近 伊佐次　紀　昭 ６丁目
小　熊 南　谷　義　司 東小熊
正　木 佐　溝　勝　樹 三ツ柳
竹　鼻 小　森　博　昭 新　町
福　寿 淺　井　　　純 本　郷
江吉良・舟橋 深　貝　輝　明 江　西
堀　津 藤　木　美保子 須賀中
長　間 福　田　正　明 長　間
はしま南部
スポーツ村 渡　邉　　　修 下　中
桑　原 加　納　栄　斗 小　薮

コミュニティセンター
コミュニティセンター協議会長

コミセン 氏　名 住　所
足　近 武　山　和　明 直　道
小　熊 大　橋　利　正 西小熊
正　木 西　川　雅　彦 坂　丸
竹　鼻 中　畑　　　弘 丸の内
竹鼻南 後　藤　昌　美 飯　柄
福　寿 後　藤　栄　治 間　島
江吉良 渡　辺　興一郎 江吉良町

堀　津 橋　本　雅　康 堀津町
上　中 水　谷　重　夫 一　色
下　中 田　内　重　三　石　田
桑　原 奥　田　時　雄 小　薮

コミュニティセンター館長
コミセン 氏　名 住　所
足　近 名　和　泰　典 1 丁目
小　熊 大　橋　芳　明 西小熊
正　木 小　塚　秀　隆 不破一色

竹　鼻 牧　野　貞　臣 竹鼻町
竹鼻南 入　山　弘　幸 蜂　尻
福　寿 淺　井　康　行 浅　平
江吉良 坂井田　泰　二 江吉良町

堀　津 藤　木　美保子 須賀中
上　中 渡　邉　　　修 沖
下　中 田　内　一　郎 石　田
桑　原 青　山　昌　平 八　神

教　育
子ども会校区育成会長

地　区 氏　名 住　所
足　近 箕　浦　志　保 南　宿
小　熊 岩　田　飛　鳥 天　王
正　木 竹　島　知　香 坂　丸
竹　鼻 入　野　喜　行 狐　穴
中　央 主　税　郁　江 長　間
福　寿 近　藤　直　美 本　郷
堀　津 藤　井　明　美 中屋敷
中　島 服　部　美　紀 市之枝
桑　原 久　米　日香里 西小薮

単位 PTA 会長・代表
学校名 氏　名 住　所
足近小 高　橋　　　純 南　宿
小熊小 南　谷　英　彦 東小熊
正木小 脇　田　博　之 坂　丸
竹鼻小 葛　谷　章　子 曲　利
中央小 堀　　　隆　浩 江吉良町
福寿小 杉　山　裕　亮 本　郷
堀津小 堀　田　忠　史 須賀南
中島小 東　松　　　功 沖
羽島中 箕　浦　正　典 南　宿
竹鼻中 伊　藤　さやか 島　前
中央中 宇　野　納　子 本　町
中島中 河　嶋　みゆき 沖
桑原学園 伊　藤　裕　介 八　神

青少年育成推進指導員
氏　名 住　所

酒　井　　　茂　江 吉 良 町

青少年育成推進員
地　区 氏　名 住　所
足　近 河　合　秀　樹 ６丁目

中　村　み　か ４丁目
小　熊 川　瀬　裕　史 ４丁目

岩　田　清　顕 ３丁目
正　木 栗　本　善　彦 南　及

大　野　高　弘 光法寺
河　尻　知　己 上大浦
今井田　一　志 坂　丸

竹　鼻 大　野　一　明 大西２
花　村　　　聡 狐　穴

竹鼻南 長　谷　　　晃 飯　柄
奥　村　英　二 蜂　尻

福　寿 松　野　正　治 本　郷
村　澤　綾　子 浅　平

江吉良 早矢仕　治佐子 宮　北
・舟橋 森　　　やなぎ ２丁目
堀　津 宗　石　典　大 須賀北

清　水　裕　美 須賀南
上　中 水　野　清　次 長　間

小　川　淳　子 午　北
下　中 石　原　成　光 城屋敷

金　森　清　隆 石　田
桑　原 棚　橋　　　正 東　方

田　中　竜　次 東　方
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地域役員の顔ぶれ
令和 8 年度

相　談
行政相談委員

氏　名 住　所
岩　佐　達　男 福 寿 町 浅 平
道　家　保　義 竹 鼻 町 狐 穴
平　松　伸　子 上 中 町 一 色

人権擁護委員
氏　名 住　所

野　田　陽　子 足近町 6 丁目
南　谷　東　子 小 熊 町 ２ 丁 目
渡　壁　由　香 正 木 町 新 井
入　山　　　一 竹 鼻 町 蜂 尻
小　林　　　眞 福 寿 町 本 郷
酒　井　公　孝 江 吉 良 町
浅　野　治　夫 堀 津 町
東　松　佳　代 上 中 町 沖
日　比　なな子 下 中 町 市 之 枝
炭　𥧄　　　豊 桑 原 町 八 神

心配ごと相談員
氏　名 住　所

大　野　仁　作 竹 鼻 町 狐 穴
太　田　美枝子 正木町須賀赤松
岩　越　トミノ 足 近 町 坂 井
馬　場　光　一 上 中 町 長 間

令和 8 年度の各役員を紹介します。
皆さんにはそれぞれの分野において、
お力添えをいただくことになります
が、よろしくお願いします。

農　業
農事改良組合会長

地　区 氏　名 住　所
足　近 岩　田　　　悟 南之川
小　熊 大　橋　勝　好 西小熊
正　木 丹　羽　範　充 不破一色
竹　鼻 伊　藤　浩　司 竹鼻町
福　寿 飯　田　康　彦 本　郷
江吉良 瀨　古　和　夫 出須賀
堀　津 浅　野　栄　治 堀津町
上　中 水　谷　保　雄 一　色
下　中 山　北　賢　美 石　田
桑　原 森　川　貞　秋 大　須

交通安全
岐阜羽島地区交通安全協会支部長
地　区 氏　名 住　所
足　近 服　部　春　彦 元　町
小　熊 安　藤　　　仁 外粟野
正　木 小　川　真由美 曲　利
竹　鼻 浅　井　慶　一 狐　穴
福　寿 田　中　良　三 間　島
江吉良 林　　　幸　伸 江吉良町
堀　津 嵯峨崎　守　康 新　田
上　中 安　田　孝　司 長　間
下　中 加　藤　敏　弘 加賀野井
桑　原 並　河　勘　市 八　神

消　防
消防団本部

職　名 氏　名 住　所
団　長 大　橋　秀　明 竹鼻町
副団長 伊　藤　裕　之 堀津町
副団長 棚　橋　重　治 上中町
副団長 橋　本　昌　司 下中町
副団長 大　野　　　篤 小熊町
分団長 久　江　利　明 江吉良町
分団長 岡　田　和　浩 竹鼻町
分団長 番　　　英　雄 堀津町
分団長 磯　部　圭　司 正木町
分団長 大　槻　　　充 上中町

消防分団長
地　区 氏　名 住　所
足　近 尾　畑　利　生 小荒井
小　熊 川　﨑　雅　生 島
正　木 小　濱　純　一 大　浦
竹鼻 1 馬　場　俊　二 福寿町間島

竹鼻 2 藤　本　喜　文 蜂　尻
福　寿 大　野　富　生 平　方
江吉良 縄　田　孝　幸 江吉良町
堀　津 伊　藤　泰　裕 堀津町
上　中 加　藤　義　之 中
下　中 山　田　正　義 加賀野井
桑　原 伊　藤　　　晃 八　神

水　防　団
水防団

職　名 氏　名 住　所
団　長 長　縄　英　一 堀津町
副団長 加治佐　　　浩 駒　塚
副団長 𫝆井田　　　敦 須賀赤松

水防分団長
地　区 氏　名 住　所
足　近 武　山　　　武 直　道
小　熊 南　谷　好　春 西小熊
正　木 𠮷　田　秀　治 曲　利
竹　鼻 𫝆　井　　　毅 駒　塚
福　寿 不　破　信　雄 平　方
江吉良 桑　山　雄　大 江　西
堀　津 西　脇　仁　志 堀津町
上　中 小　池　　　修 一　色
下　中 武　田　和　彦 加賀野井
桑　原 奥　田　忠　男 小　薮

保　健
母子保健推進員

地　区 氏　名 住　所
足　近 老　田　喜代美 南　宿

箕　浦　智　美 南　宿
黒　田　弘　美 小荒井

小　熊 栗　山　美奈子 天　王
堀　　　由紀子 島

正　木 豊　島　裕　香 須　賀
加　藤　由　実 森
平　岩　喜美子 大　浦
春　日　　　寿 新　井
森　　　敬　子 新　井

竹　鼻 江　崎　みな子 今　町
山　田　小百合 下　鍋
青　山　那　月 東　町
二　村　栄　子 北海戸
小　林　幸　代 蜂　尻

福　寿 渡　邉　直　子 間　島
福　岡　百　枝 平　方
桐　山　千　郁 浅　平
大　西　美代子 平　方

江吉良
・舟橋

服　部　啓　子 出来町
淺　野　和　枝 堤
坂井田　眞友美 江　中
長　屋　京　子 宮　北

堀津町 吉　川　頼　子 横　手
藤　田　とみ子 須賀北

上中町 武　井　ひとみ 長　間
淺　井　恵美子 沖

下中町 長　岡　裕　子 石　田
桑原町 山　北　里　美 八　神
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対象者 令和 8 年 4 月 1 日において
市に住民登録のある人 全て
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あ
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広報アドバイザー
（元中日新聞記者）

　　　　　西尾　敏正

羽島市

市では、物価高騰の影響を受けている市民や事業者の皆さんを支援するため、市では、物価高騰の影響を受けている市民や事業者の皆さんを支援するため、
国の「物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金」を活用し、国の「物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金」を活用し、
羽島市くらし応援商品券事業を実施します。羽島市くらし応援商品券事業を実施します。

4,0004,000 円分円分
（1,000（1,000 円相当額円相当額× 4× 4 枚枚））

の「くらし応援商品券」をお届けします！

皆さんの生活を応援し、地域のお店を応援する商品券です。ぜひご活用ください。
問い合わせ先　羽島市くらし応援商品券コールセンター☎0800（808）0793（無料）

1人

当たり

発送時期 6月中旬から順次発送します。
 全世帯への配達完了は8月末頃を予定しています。

商品券の
使用期間 7 月 1 日～ 12 月 31 日

市内の取扱店舗
取扱店舗の一次募集は締め
切りましたが、登録は随時
募集しています。

　　　店舗用
　　　ページ

利用可能店舗

配布方法 対象者の世帯ごとにまとめ、
世帯主に対し送付します。
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。
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ユ
ー
ラ
シ
ア
プ

レ
ー
ト
が
ひ
し
め
き
合
う
境
界
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
季
節
に
よ
っ
て
風
向
き
が
１
８

０
度
変
わ
る
モ
ン
ス
ー
ン
の
影
響
を
受
け
る

こ
と
か
ら
地
震
、
火
山
噴
火
、
台
風
、
風
水

害
、
地
盤
災
害
等
が
多
発
し
て
き
ま
し
た
。

　
な
か
で
も
南
海
ト
ラ
フ
は
、
駿
河
湾
か
ら

日
向
灘
沖
の
プ
レ
ー
ト
境
界
で
発
生
す
る
、

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
〜
９
ク
ラ
ス
の
海
溝
型

巨
大
地
震
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
、
１
０
０
年

か
ら
１
５
０
年
周
期
で
発
生
。
安
土
桃
山
時

代
か
ら
江
戸
時
代
に
移
る
と
き
、宝
永
年
間
、

幕
末
、
太
平
洋
戦
争
末
期
等
で
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
今
後
30
年
以
内
の
発

生
確
率
は
、60
～
90
％
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
３
月
に
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
お

け
る
被
害
想
定
が
見
直
し
。
最
悪
の
場
合
の

直
接
死
29
万
８
千
人
、
全
壊•

焼
失
家
屋
２

３
５
万
棟
、
避
難
者
数
１
２
３
０
万
人
に
上

る
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
０
１
３
年
に
ま
と
め
ら
れ
た
被
害
想
定

よ
り
、
経
済
被
害
は
２
２
０
兆
円
か
ら
２
９

２
兆
円
に
増
加
。
減
災
目
標
と
し
た
死
者
数

８
割
減
少
、
全
壊
・
焼
失
家
屋
の
半
減
等
も

達
成
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
公
共
施
設
耐
震

化
、
堤
防
強
化
、
津
波
避
難
ビ
ル
等
の
整
備

は
進
み
ま
し
た
が
、
早
期
の
津
波
避
難
意
識

の
向
上
や
住
宅
耐
震
化
は
目
標
に
及
び
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
国
の
被
害
想
定
見
直
し
を
受
け
、
岐
阜
県

で
は
新
た
な
想
定
策
定
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
２
０
１
３
年
２
月
公
表
の
調
査
で
は
、

冬
期
の
朝
５
時
に
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
発

生
し
た
と
仮
定
し
た
羽
島
市
の
震
度
は
６
弱

で
、
全
域
が
液
状
化
。
死
者
20
人
、
負
傷
者

４
８
８
人
、
全
壊
家
屋
１
８
５
２
棟
、
半
壊

家
屋
４
５
４
９
棟
、
避
難
者
７
３
４
１
人
と

算
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
巨
大
な
自
然
災
害
で
は
、
災
害
対
応
力
が

不
足
し
ま
す
。
被
害
を
対
応
力
の
範
囲
内
に

抑
え
る
に
は
、
事
前
防
災
の
備
え
が
必
要
で

す
。
な
か
で
も
住
宅
や
建
築
物
の
耐
震
化
は

最
重
要
で
す
。羽
島
市
の
住
宅
耐
震
化
率
は
、

令
和
８
年
度
で
85
％
で
し
た
。　

　
能
登
半
島
地
震
が
起
き
た
奥
能
登
の
住
宅

耐
震
化
率
は
、
50
％
前
後
で
し
た
。
全
国
で

は
、
多
く
の
過
疎
地
の
住
宅
耐
震
化
率
が
奥

能
登
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。
民
間
建
築
物
の

耐
震
補
強
も
遅
れ
て
お
り
、
東
京
都
以
外
の

府
県
の
耐
震
化
状
況
は
３
割
以
下
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
今
回
の
防
災
庁
開
設
で
は
、
発
災
後
の
対

応
に
と
ど
ま
ら
ず
、
平
時
か
ら
の
備
え
を
推

進
し
、
科
学
的
な
リ
ス
ク
評
価
に
基
づ
く
、

官
民
挙
げ
て
の
事
前
防
災
へ
の
取
り
組
み
が

必
須
で
す
。

第
133
回

羽
島
市
長　
松
井　

聡

防
災
庁
創
設
で　

事
前
防
災
へ
舵

公文書公開請求 101 件

透明性の高い行政運営を推進
市では、情報公開・個人情報保護制度を
適切に運用することにより、市民と行政
が情報を共有できる透明性の高い行政運
営を推進し、市政に対する信頼を高める
よう努めています。
令和 7 年度の情報公開制度、保有個人情
報の開示の請求等の運用状況は、右表の
とおりです。
情報公開制度
市が保有する情報（公文書）を、情報公
開請求という手続きで公開を求めること
ができます。ただし、個人情報など、公
開できないものもあります。
個人情報保護制度
市が保有する個人に関する情報を適正・
安全に管理し、目的以外の利用や外部へ
の提供を制限することで個人情報の保護
を図る制度です。
問い合わせ先　総務課（内線 2354）

実施機関

市長部局
議
会
教
育
委
員
会

選
挙
管
理
委
員
会

計
総
務
部

企
画
部

市
民
協
働
部

市
民
部

生
活
環
境
部

健
幸
福
祉
部

建
設
部

上
下
水
道
部

病
院
消
防

請求件数 14 1 2 2 3 11 26 16 5 13 2 5 1 101
　公開 9 2 1 4 24 11 3 7 2 1 64
　部分公開 4 1 2 2 2 1 5 2 4 4 27
　非公開 2 2
　不存在 1 3 1 2 1 8

①公文書公開の請求件数と決定状況

実施機関

市長部局
教
育
委
員
会

計
総
務
部

市
民
部

健
幸
福
祉
部

上
下
水
道
部

病
院
消
防

請求件数 1 5 3 7 9 1 1 27
　全部開示 1 1 2 3 5 1 13
　部分開示 3 1 4 4 1 13
　不開示 1 1

②個人情報開示の請求件数と決定状況
請求された
主な文書

①公文書公開請求
工事設計書など
※公文書公開不服申
立2件
②個人情報開示請求
診療録など
※個人情報開示不服
申立は「該当なし」

ID
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暑
い
時
期
は
食
中
毒
が
起
こ
り
や
す
く

な
り
ま
す
。
食
品
の
取
り
扱
い
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

　
予
防
の
基
本
は
「
つ
け
な
い
・
増
や
さ

な
い
・
や
っ
つ
け
る
」
で
す
。

　
手
洗
い
や
調
理
器
具
の
消
毒
、
調
理
は

素
早
く
、
早
め
に
食
べ
る
こ
と
、
適
温
保

存
、
十
分
な
加
熱
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
・
健
幸
課
（
内

線
５
３
０
２
）

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
を
早
く

知
ら
せ
る
大
切
な
機
器
で
す
。
設
置
か
ら

約
10
年
が
交
換
の
目
安
で
す
。
定
期
的
に

点
検
し
ま
し
ょ
う
。

　
地
震
後
の
通
電
火
災
を
防
ぐ
た
め
、
感

震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
も
有
効
で
す
。

　
ま
た
、
燃
料
や
ス
プ
レ
ー
類
は
火
の
そ

ば
で
使
わ
な
い
な
ど
、
日
頃
か
ら
火
災
予

防
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

消
防
本
部
予
防
課
☎

（
３
９
２
）
２
６
０
１

　
６
月
23
日
〜
29
日
は
男
女
共
同
参
画
週

間
で
す
。
職
場
や
学
校
、地
域
、家
庭
で
、

一
人
一
人
の
個
性
と
能
力
が
発
揮
で
き
る

社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
男
女
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　
市
民
協
働
課
（
内
線
２

３
１
２
）

　
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
人
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
を
目
指
し
、
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　
身
体
障
が
い
児
・
者
と
そ
の
家
族

活
動　
月
例
会
、
県
福
祉
大
会
、
情
報
交

換
等

問
い
合
わ
せ
先　
福
祉
課
（
内
線
２
５
１

２
）

　
農
業
者
年
金
は
、
年
間
60
日
以
上
農
業

に
従
事
す
る
人
が
加
入
で
き
る
積
立
方
式

の
年
金
制
度
で
す
。

　
対
象
は
、
60
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
1

号
被
保
険
者
（
保
険
料
免
除
な
し
）
ま
た

は
、
60
～
65
歳
未
満
の
任
意
加
入
被
保
険

者
で
す
。

　
保
険
料
は
月
額
２
万
円
～
６
万
７
０
０

０
円
の
範
囲
で
、
１
０
０
０
円
単
位
で
設

定
で
き
ま
す
。

　
す
で
に
受
給
し
て
い
る
人
は
、
６
月
30

日
㈫
ま
で
に
「
受
給
権
者
現
況
届
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

農
業
委
員
会
事
務
局

（
内
線
２
６
３
２
）

　
公
的
年
金
は
、
物
価
や
賃
金
の
変
動
に

応
じ
て
毎
年
見
直
さ
れ
ま
す
。
今
年
度
は

１
・
９
％
増
額
さ
れ
ま
す
。

　
５
月
末
か
ら
、
日
本
年
金
機
構
よ
り
年

金
額
改
定
通
知
書
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
岐
阜
南
年
金
事
務
所
☎

（
２
７
３
）
６
１
６
１

　
令
和
８
年
度
の
納
税
通
知
書
を
、
6
月

15
日
㈪
に
世
帯
主
あ
て
に
発
送
し
ま
す
。

内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
国
民
健
康
保
険
税
は
世
帯
主
が
納
税
義

務
者
と
な
り
、
世
帯
単
位
で
課
税
さ
れ
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先　
保
険
年
金
課
（
内
線
２

２
６
５
）

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
の
申
請 

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
利
用
時
の
食

費
・
居
住
費
は
自
己
負
担
で
す
が
、
申
請

に
よ
り
軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
は
、
市
県
民
税
非
課
税
世
帯
で
、

配
偶
者
も
市
県
民
税
非
課
税
で
あ
り
、
資

産
が
基
準
額
以
下
の
人
で
す
。

　

更
新
書
類
は
6
月
下
旬
に
郵
送
し
ま

す
。
申
請
時
は
通
帳
な
ど
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

介
護
保
険
料
の
本
算
定
と
保
険
料
の
納
付

　
保
険
料
は
、
市
民
税
の
課
税
状
況
な
ど

に
基
づ
き
決
定
し
、
６
月
中
旬
に
納
入
通

知
書
を
発
送
し
ま
す
。

　
納
付
は
、
年
金
か
ら
の
天
引
き
、
ま
た

は
納
付
書
・
口
座
振
替
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
高
齢
福
祉
課
（
内
線
２

５
５
４
）

　
６
月
１
日
か
ら
、
境
川
流
域
が
「
特
定

都
市
河
川
流
域
」
に
指
定
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
区
域
で
１
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル

以
上
の
開
発
な
ど
を
行
う
場
合
は
、
岐
阜

県
の
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

岐
阜
土
木
事
務
所
☎

（
２
１
５
）
０
９
７
８

介
護
保
険
の
お
知
ら
せ

負
担
軽
減
と
保
険
料
ID
1955
・

1957

年
金
額
が
１
・
９
％
増

５
月
末
か
ら
通
知
を
送
付
ID
1289

食
中
毒
に
注
意

３
つ
の
基
本
で
予
防
を
ID
5660

あ
な
た
ら
し
さ
が

社
会
の
チ
カ
ラ

ID
1635

地
域
共
生
社
会
を
目
指
し

福
祉
団
体
の
会
員
募
集
ID
1831

農
業
者
年
金
の
活
用
を

ID
2749

月
の

お
し
ら
せ

６火
災
か
ら
命
を
守
る

点
検
と
日
頃
の
備
え
を
ID
5649

境
川
流
域
を
指
定

開
発
に
許
可
が
必
要
に
ID
6804

2026.6　広報はしま 10ID
1000

市ホームページの【ページ IDから探す】に 4桁の記事 IDを入力して
検索すると、該当のページが確認できます。

国
保
税
の
納
税
通
知
書

世
帯
主
に
発
送
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普
通
徴
収
の
納
税
通
知
書
と
年
金
か
ら

の
特
別
徴
収
の
税
額
決
定
通
知
書
を
、
6

月
10
日
㈬
に
郵
送
し
ま
す
。

普
通
徴
収　
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で

年
４
回
に
分
け
て
納
付
し
ま
す
。

年
金
か
ら
の
特
別
徴
収　

日
本
年
金
機
構

が
公
的
年
金
か
ら
天
引
き
し
て
納
め
ま

す
。
今
年
か
ら
天
引
き
が
始
ま
る
人
は
、

10
月
か
ら
開
始
と
な
り
ま
す
の
で
、
６
月

と
８
月
は
普
通
徴
収
で
納
付
し
ま
す
。

　
納
付
書
が
届
い
た
ら
、
期
限
ま
で
に
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

事
業
所
へ
の
お
願
い（
特
別
徴
収
を
推
進
）

　
市
で
は
、
給
与
所
得
者
の
市
県
民
税
を

給
与
か
ら
の
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
で
納

め
て
い
た
だ
く
よ
う
推
進
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
税
務
課
（
内
線
２
２
３

７
）

受
診
時
は
マ
イ
ナ
保
険
証
等
を
毎
回
提
示

　
医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
は
、
マ
イ
ナ

保
険
証
や
資
格
確
認
書
を
毎
回
医
療
機
関

の
窓
口
で
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
提
示
が
な
い
場
合
、
医
療
費
が
全
額
自

己
負
担
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

医
療
機
関
へ
の
申
し
出
を
忘
れ
ず
に

　
就
職
な
ど
新
し
い
公
的
医
療
保
険
に
加

入
し
た
人
は
、
そ
の
こ
と
を
医
療
機
関
に

伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　
新
し
い
資
格
確
認
書
な
ど
が
届
い
て
い

な
い
場
合
で
も
、
羽
島
市
国
保
の
資
格
で

受
診
し
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
保
険
年
金
課
（
内
線
２

２
６
２
）

　
身
近
な
環
境
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

　
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄
は
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
違
反
す
る
と
罰
則

が
あ
り
ま
す
。

　
不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み
は
、
原
因
者
が

回
収
す
る
の
が
原
則
で
す
が
、
分
か
ら
な

い
場
合
は
土
地
の
所
有
者
な
ど
が
対
応
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

道
路
や
公
園
な
ど
の
公
共
の
場
所
は
、

管
理
者
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

浄
化
槽
の
最
終
清
掃

　
建
物
の
解
体
や
下
水
道
へ
の
接
続
で
浄

化
槽
を
廃
止
す
る
場
合
は
、
最
終
清
掃
が

必
要
で
す
。

　
清
掃
を
行
わ
ず
に
撤
去
す
る
と
、
不
法

投
棄
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

市
の
許
可
を
受
け
た
業
者
に
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。

環
境
美
化
に
努
め
ま
し
ょ
う

　
市
で
は
条
例
に
よ
り
、
ポ
イ
捨
て
や
犬

の
フ
ン
の
放
置
禁
止
、
土
地
の
適
切
な
管

理
な
ど
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
雑
草
を
放
置
す
る
と
、
指
導
な
ど
の
対

象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
草
刈
機
の

無
料
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
生
活
環
境
課
（
内
線
２

１
９
２
・
２
１
２
２
）

　
市
で
は
、
聞
こ
え
に
く
さ
の
あ
る
高
齢

者
の
人
に
、
補
聴
器
の
購
入
費
の
２
分
の

１
（
上
限
４
万
円
）
を
助
成
し
ま
す
。

　
対
象
は
、
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人

の
う
ち
、
両
耳
の
聴
力
が
そ
れ
ぞ
れ
40
デ

シ
ベ
ル
以
上
（
身
体
障
害
者
手
帳
の
対
象

外
）
で
、市
税
の
滞
納
が
な
い
世
帯
で
す
。

　
申
請
は
購
入
前
に
必
要
で
す
。

申
請
開
始　
７
月
１
日
㈬

問
い
合
わ
せ
先　
高
齢
福
祉
課
（
内
線
２

５
５
２
）

　
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

人
が
入
院
し
た
場
合
、
食
事
代
は
１
食
５

５
０
円
の
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
非
課
税
世
帯
な
ど
の
人
は
、
１
食
２
７

０
円
（
過
去
12
カ
月
の
入
院
が
90
日
超
は

２
２
０
円
）、
70
歳
以
上
の
低
所
得
Ⅰ
の

人
は
１
３
０
円
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
65
歳
以
上
の
人
が
療
養
病
床
に

入
院
す
る
場
合
、
居
住
費
は
１
日
４
３
０

円
の
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
保
険
年
金
課
（
内
線
２

２
６
３
）

　
岐
阜
県
で
は
、
若
者
が
県
内
に
定
着
し

て
働
け
る
よ
う
、
奨
学
金
の
返
還
を
支
援

す
る
制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

大
学
な
ど
で
奨
学
金
を
借
り
た
人
が
、

卒
業
後
に
県
内
の
企
業
へ
正
規
雇
用
さ

れ
、
一
定
期
間
働
い
た
場
合
に
、
県
と
企

業
が
協
力
し
て
返
還
を
支
援
し
ま
す
。

　
市
も
こ
の
制
度
に
協
力

し
、
独
自
に
支
援
額
を
上

乗
せ
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
岐
阜
県
産
業
人
材
課
☎

（
２
７
２
）
１
１
１
１

　
６
月
は
市
県
民
税
、
水
利
地
益
税
、
国

民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
の
納
付
月

で
す
。
納
期
限
は
６
月
30
日
㈫
で
す
。

市
県
民
税
の
納
税
通
知
書

税
額
決
定
通
知
書
を
発
送
ID
1251

医
療
機
関
受
診
の
際
は

マ
イ
ナ
保
険
証
等
を
提
示
ID
1347

今月の休日窓口業務 6 月 14 日（日）・28 日（日）午前 8 時 45 分～正午（市民課・保険年金課・税務課・収納課）

税
・
料
の
お
支
払
い
は
、
安
心
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

11 2026.6　広報はしま

６
月
５
日
は

環
境
の
日

ID
1797
・

1726
・

1735

税
・
料
の
納
付

ID
1187

補
聴
器
購
入
に

最
大
４
万
円
助
成

ID
6797

入
院
時
の
食
事
代
な
ど

６
月
か
ら
負
担
額
変
更
ID
1334

ぎ
ふ
若
者
定
着
奨
学
金

返
還
支
援
制
度

ぎふ奨学金返還支援
ポータルサイト



上
下
水
道
事
業
経
営
審
議
会
委
員

●
資
格
＝
市
内
に
１
年
以
上
居
住

し
、
平
日
昼
間
の
会
議
に
参
加
で

き
、
他
の
付
属
機
関
等
の
委
員
・

市
議
会
議
員
・
市
職
員
で
な
い
人　

●
任
期
＝
８
月
１
日
～
令
和
10
年

７
月
31
日　
●
報
酬
＝
１
回
の
出

席
に
つ
き
６
０
０
０
円　
●
応
募

期
間
＝
６
月
１
日
～
22
日　
●
詳

し
く
は
、
経
営
課
（
内
線
２
１
６

４
）
へ

放
課
後
児
童
教
室
支
援
員

●
内
容
＝
児
童
の
支
援
と
教
室
運

営　
●
資
格
＝
健
康
で
意
欲
が
あ

り
、
週
３
日
程
度
勤
務
可
能
な
人　

●
勤
務
時
間
＝
午
前
７
時
45
分
〜

午
後
７
時
15
分
※
シ
フ
ト
制　
●

期
間
＝
令
和
９
年
３
月
31
日
㈬
ま

で　
●
申
し
込
み
方
法
＝
履
歴
書

を
提
出　
●
詳
し
く
は
、子
育
て・

健
幸
課
（
内
線
２
５
２
２
）
へ

●
部
門
・
応
募
点
数
＝
①
短
歌
・

３
首
以
内
②
俳
句
・
３
句
以
内
③

川
柳
・
３
句
以
内
④
現
代
詩
・
２

篇
以
内　
●
申
し
込
み
方
法
＝
６

月
19
日
～
7
月
31
日
の
期
間
に
オ

ン
ラ
イ
ン
・
郵
送
・
窓
口
で
申
し

込
む
（
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印

有
効
）　
●
応
募

無
料　
●
詳
し
く

は
、
生
涯
学
習
課

（
内
線
６
１
３
４
）

へ●
日
時
＝
６
月
７
日
㈰
午
後
０
時

30
分
～
３
時　
●
場
所
＝
羽
島
市

民
会
館　
●
参
加
料
＝
無
料　
●

詳
し
く
は
、子
育
て・健
幸
課
（
内

線
５
３
０
２
）
へ

幼
児
向
け
英
語
遊
び

　
遊
び
を
通
し
て
、
親
子
で
英
語

に
触
れ
合
い
ま
す
。

●
日
時
＝
６
月
18
日
㈭
午
前
10
時

30
分
～
11
時
15
分　
●
場
所
＝
資

源
物
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド　
●
定
員

＝
３
歳
ま
で
の
幼
児
と
そ
の
保
護

者
20
組
（
超
過
し
た
場
合
は
会
員

優
先
）　
●
参
加
料
＝
会
員
無
料
、

非
会
員
５
０
０
円　

※
詳
し
く
は
、
国
際
交
流
協
会
事

務
局
（
市
民
協
働
課
内
・
内
線
２

３
１
２
）
へ

●
日
時
＝
8
月
20
日
㈭
午
前
９
時

30
分
～
午
後
０
時
30
分　
●
定
員

＝
小
学
３
～
６
年
生
と
そ
の
保
護

者
10
組　
●
場
所
＝
不
二
羽
島
文

化
セ
ン
タ
ー　
●
参
加
料
＝
親
子

２
人
１
組
１
５
０
０
円
（
児
童
１

人
追
加
に
つ
き
７
５
０
円
増
）　

●
申
込
期
限
＝
６
月
19
日
㈮　
●

申
し
込
み
方
法
＝
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
申
し
込
む　

●
詳
し
く
は
、
南

部
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
☎
（
３
９
８
）

２
３
４
５
へ

赤
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム

●
日
時
＝
６
月
４
日
㈭・18
日
㈭
、

７
月
２
日
㈭
午
前
10
時
30
分
～
正

午お
は
な
し
ひ
ろ
ば

●
日
時
＝
６
月
13
日
㈯
・
27
日
㈯

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

図
書
館
で
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム

●
日
時
＝
６
月
７
日
㈰・21
日
㈰
、

７
月
５
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～
４

時

◇
開
館
＝
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

◇
休
館
日
＝
６
月
１
日
㈪
・
８
日

㈪
・
15
日
㈪
・
22
日
㈪
・
29
日
㈪
・

30
日
㈫
、
７
月
６
日
㈪

※
詳
し
く
は
、
図
書
館
☎
（
３
９

２
）
２
２
７
０
へ

　
小
学
３
年
生
〜
中
学
生
を
対
象

に
、
ポ
ス
タ
ー
を
描
き
ま
す
。

●
定
員
＝
各
コ
ー
ス
30
人　
●
日

時
＝
７
月
30
日
㈭
・
31
日
㈮
（
２

日
間
続
け
て
参
加
）
Ａ
コ
ー
ス
午

前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
・
Ｂ

コ
ー
ス
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分　

●
場
所
＝
羽
島
市
民
会

館　
●
持
ち
物
＝
画
用
紙
、
絵
の

具
セ
ッ
ト
、
新
聞
紙
、
雑
巾　
●

参
加
無
料　
●
申
し
込
み
方
法
＝

各
学
校
で
配
布
す
る
申
込
用
紙
を

６
月
30
日
㈫
ま
で
に
学
校
教
育
課

へ
提
出（
郵
送・フ
ァ
ク
ス
可
）
※

フ
ァ
ク
ス
番
号
☎（
３
９
１
）０
９

０
６　
●
詳
し
く
は
、
学
校
教
育

課
（
内
線
６
３
１
４
）
へ

企
画
展
「
よ
み
が
え
る
昭
和
の
風

景
展
～
ミ
ニ
チ
ュ
ア
作
家　

早
﨑

大
司
郎
の
世
界
～
」

●
期
間
＝
６
月
14
日
㈰
ま
で

企
画
展
「
映
画
の
ま
ち
岐
阜
１
０

０
年
の
物
語
展
」

●
期
間
＝
６
月
27
日
～
９
月
23
日

開
館
30
周
年
特
別
企
画

①
神
山
征
二
郎
監
督
ト
ー
ク
イ
ベ

ン
ト　

映
画
「
シ
ン
ペ
イ
～
歌
こ

そ
す
べ
て
」

●
日
時
＝
７
月
11
日
㈯
午
前
10
時

～
、
午
後
２
時
～
（
映
画
の
み
）

②
金
子
雅
和
監
督
ト
ー
ク
イ
ベ
ン

ト　

映
画
「
光
る
川
」

●
日
時
＝
９
月
12
日
㈯
午
前
10
時

～
、
午
後
２
時
～

映
画
の
集
い

●
日
時
＝
６
月
13
日
㈯
午
前
10
時

～
、
午
後
２
時
～

マ
イ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
ア
イ
シ
ン

グ
ク
ッ
キ
ー
展
」

●
期
間
＝
６
月
20
日
～
８
月
２
日

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ア
イ
シ
ン
グ

ク
ッ
キ
ー
を
作
ろ
う
！
」

●
日
時
＝
７
月
25
日
㈯
午
後
１

時
～　

●
持
ち
物
＝
ウ
エ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
ハ
ン
ド
タ
オ
ル
、

エ
プ
ロ
ン

※
申
し
込
み
が
必
要
な
イ
ベ
ン
ト

は
、
電
話
も
し
く
は
施
設
で
直
接

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
入
館
料
＝
高
校
生
以
上
３
０
０

円
、
中
学
生
以
下
無
料　
※
マ
イ

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
参
観
は
無
料　

◇
開
館
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◇
休
館
日
＝
６
月
１
日
㈪
・
８
日

㈪
・
15
日
㈪
・
22
日
㈪
・
29
日
㈪
、

７
月
６
日
㈪

※
詳
し
く
は
、
同
資
料
館
☎
（
３

９
１
）
２
２
３
４
へ

 

歯
と
口
の
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

催

し
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ガイド
  月の６

 
図
書
館

募

集

 

国
際
交
流
協
会

 

歴
史
民
俗
資
料
館
・
映
画
資
料
館

 

文
芸
祭
の
作
品

 

公
募
委
員

 

会
計
年
度
任
用
職
員

 

親
子
料
理
教
室

 

夏
休
み
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室



おたっしゃ教室
介護予防体操（①）、音楽健康教室（②）
を実施します。参加無料、申し込み不
要ですので、お気軽にご参加ください。
▶上中コミュニティセンター
① 6 月 4日（木）　② 6月 18日（木）
▶堀津コミュニティセンター
①6月 12日（金）　②6月 26日（金）
▶福寿コミュニティセンター
①7月 3日（金）　②7月 17日（金）
他のコミュニティセン
ターでも実施します。
二次元コードからご確
認ください。
時　間　午後１時30分～ 3時
　　　　※�上中コミュニティセンター

は午前10時～ 11時 30分
対象者　65歳以上で市内在住の人
持ち物　�飲み物、動きやすい服装、上靴
問い合わせ先
地域包括支援センター☎（394）2521
南部地域包括支援センター☎（260）
5021

　
教
科
書
の
内
容
を
ご
覧
い
た
だ

く
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
間
＝
６
月
15
日
〜
26
日
（
市

役
所
開
庁
日
・
開
庁
時
間
の
み
）　

●
場
所
＝
市
役
所
3
階　
●
詳
し

く
は
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
（
内

線
６
３
３
１
）
へ

糖
尿
病
教
室
・
相
談
会

●
日
時
＝
６
月
８
日
㈪
午
後
２
時

～
３
時　
●
テ
ー
マ
＝
「
糖
尿
病

に
よ
る
目
の
病
気
」「
糖
尿
病
性
腎

症
」「
夏
の
水
分
補
給
の
注
意
点
」　

●
場
所
＝
市
民
病
院
診
療
棟
３
階

講
義
室　
●
参
加
無
料　
●
詳
し

く
は
、
市
民
病
院
☎
（
３
９
３
）

０
１
１
１
へ

　
①
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
担
当

相
談
員
に
よ
る
金
融
相
談
会
、
②

中
小
企
業
者
・
従
業
員
の
人
向
け

の
司
法
書
士
相
談
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。（
ど
ち
ら
も
要
予
約
）

●
日
時
＝
①
毎
月

第
１
水
曜
日
午
前

10
時
～
正
午
、
②

毎
月
第
４
水
曜
日

午
後
１
時
～
４
時

●
場
所
＝
羽
島
商

工
会
議
所　
●
詳

し
く
は
、
商
工
会

議
所
☎（
３
９
２
）

９
６
６
４
へ

♨今月の羽島温泉の休館日　6 月 5 日（金）・15 日（月）・25 日（木）
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市
民
病
院

 

金
融
・
司
法
書
士
無
料
相
談

そ
の
他

 
教
科
書
展
示
会

青少年育成市民会議は青少年の健全な
育成を図る活動をしています。
市内 11地区では青少年育成推進員・
育成員が地域と協力し、青色防犯パト
ロールや町民運動会、夏祭りなど子ど
もが活躍できる場や安心して過ごせる
環境をつくっています。

わたしの主張大会兼
青少年健全育成大会

中学生が未来への希望や提案など、自
分の思いを発表します。
日時　6月13日(土)午後1時30分～
場所　不二羽島文化センター
※どなたでも観覧できます。
問い合わせ先 生涯学習課（内線6134）

育成育成

青少年育成市民会議青少年育成市民会議

健全健全
ID
1656

ジェネリック医薬品を活用しましょうジェネリック医薬品を活用しましょう
ジェネリック医薬品は、先発医薬品と同じ有効成分を使ったジェネリック医薬品は、先発医薬品と同じ有効成分を使った
後発医薬品です。効き目や安全性は国に認められています。 後発医薬品です。効き目や安全性は国に認められています。 
開発費を抑えられるため、先発医薬品より安価で、医療費開発費を抑えられるため、先発医薬品より安価で、医療費
や薬代の負担軽減につながります。や薬代の負担軽減につながります。
利用する際は、医師や薬剤師に相談してください。利用する際は、医師や薬剤師に相談してください。
問い合わせ先問い合わせ先　保険年金課（内線 2262）　保険年金課（内線 2262）

ID
1315

市内円空仏見学会市内円空仏見学会
羽島の宝、なぜ円空仏は、笑っているのか。羽島の宝、なぜ円空仏は、笑っているのか。
その秘密に迫ります。その秘密に迫ります。
日時日時　7 月 26 日（日）　7 月 26 日（日）
場所場所　中観音堂ほか 3 寺　中観音堂ほか 3 寺
対象対象　市内小学生と保護者、市内教職員　市内小学生と保護者、市内教職員
問い合わせ先問い合わせ先　羽島市円空顕彰会☎ 090（4867）8503　羽島市円空顕彰会☎ 090（4867）8503

参加申し込み

金融相談司法書士相談



日　時　8 月 16 日 (日)	 午前の部　午前 10 時～
			   午後の部　午後 2 時～
入場料　無料（要入場整理券・全席自由）
※整理券配布は6月 27日（土）午前 9時～
※団体予約は6月 7日～ 13日   午前 9時～午後 5時に受け付けます。

展示期間　6 月中旬～ 7 月 6 日まで
※�飾りは劇場サポーター「めだか組」
　が制作（写真は昨年の様子）。
※サポーター・Jr サポーターについて、
　詳細はお問い合わせください。

LINE、Instagram で
公演情報などを
発信しています。

七夕の飾り展示

夏休み子ども映画会 ズートピア

●相談は無料で、秘密は厳守します。
●場合により中止になることがあります。
●�裁判中や弁護士等に依頼済みの相談は、無料相

談の対象外です。

種別 相談日 時間
行政相談 7 月 2 日 13：00~15：00

法律相談
（予約制） 6 月 26 日、7 月 8 日 13：00~15：00

交通事故相談 毎週火曜日 10：00~16：00

年金・社会保険
労働相談（予約制） 7 月 6 日 13：00~16：00

心配ごと相談
（予約優先） 6 月19 日、7 月 3 日 13：00~16：00

人権相談 7 月 9 日 13：00~15：00

就業促進相談 毎週月・木曜日 13：00~15：00

登記・相続相談
（予約制） 7 月1日・21日 13：00~16：00

空き家相談
（予約制） 7 月14 日 13：30~16：30

不動産相談
（予約制） 6 月17 日 13：00~16：00

建築設計相談
（予約制） 6 月 24 日 13：00~16：00

多重債務相談
（予約制） 6 月16 日 13：00~16：00

消費生活相談 毎週月～金曜日 9：00~12：00
13：00~16：00

おみサポ・ぎふ
登録受付

毎週月～金曜日
※�事前にお問い合わせく

ださい
10：00~16：00

information+
相談ダイアリー 不二羽島文化センター

問い合わせ先
　不二羽島文化センター☎(393)2231

問い合わせ先　市民総合相談室（内線 2532）

岐阜連携都市圏を知ろう！
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休館日　6 月 2 日（火）・9 日（火）・16 日（火）・23 日（火）・30 日（火）

同センター
ホームページ

今回は 笠松町 を紹介
アニメ『ウマ娘 シンデレラグレイ』との第 2 弾コラボ
レーション企画を開催！オグリキャップを輩出した笠
松競馬場がある笠松町を舞台に、作品の世界観を感じ
られる展示や企画が登場。アニメのモデルとなった風
景を巡りながら、トレーナーの皆さまにお楽しみいた
だける特別なコラボイベントです。
※詳しくはホームページをご覧ください。
期間　8 月 31 日（月）まで	 　場所　笠松町内各地
問い合わせ先　笠松町役場企画 DX 課☎（388）1113

アニメ『ウマ娘 シンデレラグレイ』
×笠松町コラボ企画 第 2 弾

Ⓒ K, S, I ／ S, UCP　Ⓒ Cygames, Inc.Ⓒ K, S, I ／ S, UCP　Ⓒ Cygames, Inc.

LINE公式アカウント

SNSアカウントで情報発信しています

Instagramアカウント





父：山田雄紀さん　母：舞さん　〔福寿町〕

（
０
歳
９
カ
月
）

 
彩さ

え笑
ち
ゃ
ん

行事名【対象者】 期日等 受付時間 予約・詳細

乳幼児相談
【乳幼児】

6 月 17 日 (水)、
7 月 7 日 (火)

9：00 ～
11：30

相談のある人は
問い合わせ先へ
電話で申し込む

離乳食教室
【令和 7 年 12 月、

令和 8 年 1 月生まれ】
6 月 9 日 (火) 9：45 ～

10：00

健康相談 随時 9：00 ～
16：00 －

こころの相談 6 月 22 日 (月) 13：30 ～
15：30

胃・肺・
大腸がん検診
【40 歳以上】

7 月 2 日（木）
・21日（火）、
8月24日（月）

9：00 ～
11：45

乳がん・
大腸がん検診

【40 歳以上の女性】

6 月 23 日（火）、
8 月 3 日（月）

午前・午後
7 月 16 日（木）

午前のみ

午前の部
9：10 ～
11：30
午後の部

13：10 ～
15：30

医
療
機
関
委
託

胃がん検診
【50 歳以上】

令和 9 年
2 月 20 日(土)まで

実施医療機
関の診療時
間内です。
詳細は二次
元コードか
らご確認く

ださい。

大腸がん検診
【40 歳以上】

子宮頸がん・
体がん検診

【20 歳以上の女性】

父：尾﨑涼司さん　母：三香子さん　〔竹鼻町〕

（
２
歳
０
カ
月
）

診療時間
午前9時～午後2時

■人口 65,821 人（－ 439）・男 32,506 人・女 33,315 人
■世帯数 28,685 世帯（＋ 253） 令和 8 年 5 月 1 日現在
※（　）は前年同月との比較
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発行／羽島市役所　編集／市長室秘書広報課　〒 501-6292　羽島市竹鼻町 55 ☎（392）1111

羽島市の最新情報
SNS でチェック！ F

フ ェ イ ス ブ ッ ク
acebook X

エックス
I
イ ン ス タ グ ラ ム
nstagram

問い合わせ先
子育て・健幸課（内線 5302）保健コーナー6月

母子健康手帳の交付

妊娠が明らかになった人は、早めに母子健康手
帳の交付を受けましょう。予約制となりますの
で必ず事前にご連絡ください。（所要時間 40 分）
予約先　子育て・健幸課（内線 5302）

期日 医療機関 ( 医科・歯科・薬局 )

6月7日
(日)

河合胃腸科クリニック（竹鼻町）
☎（392）5118

たなかファミリー歯科（正木町）
☎（392）1158

マイはーと薬局（竹鼻町）
☎（394）0886

6月14日
(日)

かわむら内科胃腸科（舟橋町）
☎（392）2281

たけはな歯科（竹鼻町）
☎（391）2122

スギ薬局舟橋店（舟橋町）
☎（394）3120

6月21日
(日)

丸の内クリニック（竹鼻町）
☎（393）0765

はま歯科医院（正木町）
☎（394）4662

6月28日
(日)

黒田医院（桑原町）
☎（398）8201

戸田歯科医院（竹鼻町）
☎（391）8354

7月5日
(日)

さの内科クリニック（小熊町）
☎（391）8802

棚橋歯科医院（竹鼻町）
☎（391）7231

グッド調剤薬局（小熊町）
☎（392）1810

※必ずマイナ保険証か資格確認書を持参してください。
※�事前に当番医に電話の上、受診してください。症状によ

り対応できない場合があります。対応できない場合や時
間外は羽島市民病院☎（393）0111 の救急外来等に事
前に電話の上、受診してください。その際は選定療養費
が別途必要になる場合があります。「ぎふ救急ネット」
にて受診可能な医療機関も検索できます。

※�薬局は、休日当番医療機関が院外処方の場合に記載して
います。

※気象状況等により休診となることがあります。
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応募はコチラ

休日急病診療

※市内に住民登録がある人が対象で、事前に予約が必要です。
※�生活保護世帯の人はがん検診費用が無料のため、検診を受ける前に子育て・健幸課へ
ご連絡ください。

※�乳がん検診、子宮がん検診は、令和 7年度に受診していない人が対象です。また、令
和 7年度に胃内視鏡検査を受けた人は、令和 8年度の市の胃がん検診は受けられませ
ん。

意見募集の結果
新型インフルエンザ等対策行動計画（案）
資料配布　市ホームページ、担当課、
　　　　　各コミュニティセンター
結果公表期間　5月 20日～ 6月 19日
意見数　0件
問い合わせ先　子育て・健幸課（内線5302）


